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第 4章 シュレッダー業者の具体的な実務

１．プレス・せん断処理業者の実務概要 
 

① 解体自動車（廃車ガラ）の引取り 
・ 前工程の事業者から解体自動車が搬入された場合、前工程の事業者の引渡報告が行われているかど

うかを確認します。 

・ 車台番号を確認して移動報告画面で引取報告を行います。 

 前工程の移動報告が行われていない場合は引取報告が行えません。 

 

② 破砕処理（シュレッディング） 
・ ASR に異物が混入しないように、解体自車の破砕を行います。 

・ 引き取った解体自動車をチームごとに分けて破砕する必要はありません。 

・ 保管場所に ASR が溜まったら、指定引取場所との話合いの上で決まった引渡計画に基づき運搬のトラ

ックを手配します。チームごとに分けて運搬していただく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 
 

③ 計量（台貫） 
・ ASR を積載する前にトラックを台貫に載せ、トラックのみの重量を計測します。 

・ 運搬しようとするチーム分の ASR をトラックに積載します。 

・ ASRを積載したトラックを台貫に載せ重量を計測し、トラックのみの重量を差引きしてASRのみの実重量

を算出します。 

 

④ ASR の引渡報告 
・ 電子マニフェストの引渡報告画面を開きます。 

・ チームを特定し、トラックに積載した ASR のみの実重量を入力します。 

・ ASR 実重量に相当する重量分だけ、電子マニフェストの画面上で車台数を紐付ます。 

 ここで情報管理センターへの報告前に情報管理センターへの引渡報告画面をプリントアウトして、トラッ

ク運転手に持たせて下さい。 

・ 情報管理センターに引渡報告を行います。 

 

⑤ 運搬 
・ 引渡報告が完了したら、飛散防止・雨水防止カバーが確実に固定されているかを確認した上で、ASR

をチームごとの指定引取場所に搬出します。 

 

 

● 業務取り回しの流れ 
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２．紐付とは 
 

・ 紐付とは、トラックに積載した ASR実重量に相当する分だけ、電子マニフェスト（移動報告）に記載され

ている各車台ごとの ASR基準重量を割り当てて合計する作業のことです。 

・ 紐付したASR基準重量の総和がトラックに積載重量の総和がトラックに積載した ASR実重量を超えるよ

うにすることが必要となります。 

・ 紐付作業は電子マニフェストの「破砕工程－ASR引取報告－対象台数の選択」画面で行いますが、考

え方は下図のようになっています。 

 
 

 

３．電子マニフェスト画面での紐付作業 
 

 
【トラック積載のASR実重量に合わせて各車台ごとに設定したASR基準重量を紐付する作業】 

 運搬事業者名情報の欄    で『自社運搬、又は引渡先運搬』か『運搬委託』を選択します。 

 『運搬委託』を選択した場合は、運搬事業者名と廃棄物処理法上の収集運搬許可番号を入力することが

必要です（辞書機能あり）。 

 『トラック登録番号』   を入力します。 

 『引渡時 ASR実重量』   つまり、台貫で計測した ASR実重量を入力します。 

          をクリックすると ASR実重量に相当する車台数を自動で選択できます。 

 ・ 表示としては、引渡報告対象選択欄のチェックボックス    に☑が入ります。 

 ・ 同時に、紐付した車台の ASR基準重量の総和が『紐付状況』   自動表示されます。 

 紐付した車台に問題がなければ               をクリックします。 

555055605670

※印の項目は、必ずいずれかを選択してください。
なお、「運搬委託」を選択した場合は、委託した運搬事業者名と収集運搬許可番号を入力してください。

（注） 事業所名等を必ず確認して下さい。

6

4

7

1

2

3

☑

1

2

3
4

6


